



























































詠集』の注釈書に見てみると、大きな差異はない。ほぼ、この文庫の注釈の範囲尽きている。多少の相違を一一の注釈書に当たってみるのも 論文の書き方であろうが、ここではその煩いを避けて、右 を現代の注釈書の代表として反論を加える形式を取る。もちろん、適宜今までの注釈書 引用する。


















が行われてきたが、今 では、丑の刻と寅の刻の間（午前三時、以下は午前三時と呼ぶ）で定着している。日付が変わる は午前三時であった。午前三時は真っ暗であり、 「夜が明ける」のとは関係しない。　
午前三時は日付の変更時点を意味するだけではなく、季節 変更もこの時点で起
































































































































































































がわかろう。その中で、傍線部の「丑時ヨリ春ノ分ナレハ」の部分が違っているとに気が付こ れに、ここが、 」 （ 『書陵部本
　
朗詠抄』 ）か「寅」 （ 『和漢朗










られた。 「寅一点」は現在の時刻に直せば 午前三時である。類似の記述は、 『和漢
















































































たり」 （ 『文庫』 ）につけられた注釈の一部であ　
右の注釈の季節の移行は春から夏へ 移行であることは断っておく。 「夜半」の
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































では「一夜を分ちて、五更と為す。一更を甲夜といふ。戌時（今午後八時）なり。二更を乙夜と云ふ。亥（今午後十時）なり。三更を丙夜といふ子時（今の午後十二時）なり。四更を丁夜といふ、丑時（今午前二時）なり。五更を戊夜と云ふ、寅時（今午前四時）なり。残更は、即ち五更を云ふ。向は、 訓栞「なん〳〵とす」の條に、 「垂字、向字など よめり。成なんとするの義なり。しにかゝるを垂死とし、くれかゝるを、向暮といふの類にて推べし」と見ゆ が如し。 」 江戸時代以前通じる主張を述べている。　
この注釈はほぼ正しいのだが、現代の時間との対応例えば、 「一更を甲夜といふ。





























三時のこと捉えていた。近代の注でも、残更を午前三時から五時と捉えるとらえ方は、 『新釈』などで生きていたが、 「向残更」の時点が午前三時ということは、近代に入って用いられ くなったようである。というより、 「残更は夜を五更に分ち、其の最後の更の将に終らんとして未だ尽きざる時をいふ。 」 （ 『和漢朗詠集考證
（７）
』 ）の























前三時以降は暁である。午前三時から後夜の行が行われる。後夜の行の開始を知らせる磬の音は暁の到来を知らせる鐘であり、 「暁の鐘」と呼ばれるものである。その事実を右 注釈は述べていたのである。 『文庫』の「ここは僧侶の 読経の際にリズムを取るために叩かれているのであろう 」の記述は、こ では該当しない。　
さらに、右引用の二注釈書に加え、 『和漢朗詠集私注』 （巻一・平安時代末成立） 、






















































































であった事実を認めないと理解不可能だった。明治以降の『和漢朗詠集』の注釈では、日付変更時点が午前三時であったという事実が失われてしまった。そのことがこの６番詩句の誤解釈の発生にかかわ て たのであ 。
注
（１）





  吉澤義則「 「アカツキ」 ・ 「シノノメ」 ・ 「アケボノ」 」 （ 『増補
　
源語釈泉』一九
七三年
　
臨川書店刊）
（３）
  伊東正義・黒田彰・三木雅博編著『和漢朗詠集古注釈集成』 （一九八九年～一九九七年
　
大学堂書店刊）
（４）寛文十一年刊。架蔵本。（５）元禄五年刊。同志社女子大学蔵本。（６）金子 臣・江見清風著『和漢朗詠集新釋』 （一九一〇年
　
明治書院刊）
（７）柿村重松著『和漢朗詠集考證』 （一九七三年
　
藝林社刊） 。復刻版による。
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